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1)はじめに
新中国成立から文化大革命に至るまで，その大衆性を利用しながら社会
主義国家建設の旗標となり，かつ人民に広汎な政治教育を施す任務にあっ
た映画は，それ自体実験的であった政治運動に沿って蛇行を繰り返した。
とりわけ1956年の「百花斉放•百家争鳴」期から翌57年の「反右派闘争」
に作られた映画はその政局的動揺を如実に反映した。
嘗て筆者は，ある概説文においてこの時期に制作された『護士日記』と
いう作品を例示し，「双百」時期の雰囲気を持つこの作品が，突然の政局
転換により物語色彩の失調を来たした 1)と指摘した。しかしこれは皮相な
見解である。そもそも映画とは，前から後へと順を追って制作されるもの
ではない。制作日程の都合により順不同に撮影されてゆき，最終的に一篇
へと編集される。本作が「双百」と「反右派闘争」に跨った時期に制作さ
れていたとしても，前半が「双百」の時期に，後半が「反右派闘争」期に
撮られたため「物語色彩の失調」が生まれたと結論づけるのは短絡に過ぎ
るであろう。
しかし， この「物語色彩の失調」 換言すれば不安定感なるものを本
作がはらむのは事実である。政局転換の影響は背景として当然あり得よう
が，その動揺の中で映画創作者たちが如何に本作に携わっていたのかを，
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この不安定感を足掛かりにいま一歩踏み込んで検討する必要が感じられる。
2)映画『護士日記』梗概
上海の看護学校を卒業する女性簡素華は，辺境工業建設現場での医
療活動を希望する。東北建設地主任高昌平の招聘を受け，見習医師沈
浩如との結婚を保留した彼女は親友唐小芳と共に東北へ赴く。建設予
定地に到着した素華と小芳は各々のエ区医務所に配属される。莫家彬
医務所長と恋仲である看護婦顧恵英は嫉妬から素華に嫌がらせを繰り
返す。素華は小芳のエ区に転属しようとするが，昌平に諌められ自ら
のエ区に留まる。
ある日，青年労働者の陸豪から医務員の現場出張医療要請を聞いた
素華は，現場出張に消極的な家彬を説得して仮許可を得る。素華は現
場に赴くなり建設中の高層ビルに上ってまで積極的に治療に勤しむ。
労働者洪志寿の怪我の悪化を知った素華は，昌平，家彬と共に彼を中
央病院に送り届ける。夜勤室に戻った素華のもとに家彬を返せと訴え
る恵英が現れるが，素華は彼女の誤解を解く。翌日，素華は恵英との
関係について家彬を批判し，医務員の現場出張の正式許可をも勝ち取
った。だが家彬は素華の現場出張を許さない。相談に昌平を訪れた素
華は，彼に幼い一人娘がおり，また昌平が自分に好意を抱いているこ
とを知って動揺する。
上海で別の看護婦と交際中の浩如は，院長に新彊赴任を言い渡され，
素華を連れ戻すべく東北へ向かう。暴風厳戒態勢の現場に着いた彼は
素華を連れ帰る事しか眼中にない。上海に居残る手段として自分を迎
えに来たことを知り，素華は彼との別れを決めた。彼女は嵐の中，倉
庫浸水を防ぐため懸命に働くが， 日々の過労が祟り気を失う。
入院中の素華の面倒をみる小芳は，工区医務所長との結婚を伝えた。
家彬と恵英も近く結婚する事を素華に報告した。退院した素華の眼前
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には，予定を繰り上げ竣工した工場が聟える。各地を巡って建設に勤
しむ生活を誇りとする昌平に，素華も労働への愛情を語る。数日後，
工作隊が新建設地へと出発する。素華は「私もきっと行きます」と書
いたメモを昌平に渡し，去りゆくトラックに明る＜手を振った悶
本作に与えられた主題は明らかである。①簡素華の恋人，沈浩如が持つ
個人主義的思想への批判。②莫家彬医務所長の，建設現場の諸問題に対す
る官僚主義的態度への諷刺。③これら批判的要素に反対しながら労働者生
活に自ら接近し，社会利益の為に努力する知識青年，簡素華に対する称賛。
この第三点こそが最も重要な主題である。若き看護士見習が看護業務を通
じて労働者生活を知り，自ら社会主義建設に献身する姿を描く本作は，知
識青年の労働者階級化という政治的要請に応えたもの 3)と考えられる。
3)女優王丹鳳の魅力
しかし，政治的要請に応える本作が硬質なイメージに陥ることなく，
定のレベルで魅力的に映るのは，主人公簡素華を演じた女優，王丹鳳に負
う所が大きい。 40年代より上海映画俳優として活躍しはじめた王丹鳳は，
30年代以来の名女優，哀美雲や周旋と並び称されるほどの絶大な人気を博
した。
王丹鳳の経歴を概観しよう。映画撮影現場に見物に出かけた16歳の彼女
は，現場にいた監督の朱石麟に見初められ『龍渾虎穴』， 『霊与肉』（共に
41年）に出演，その後の『新漁光曲』 (41年）での主演が，王丹鳳を“小
周旋”と目されるほどの人気女優に押し上げる。以降，『リア王』の翻案
である『大富之家』や『紅楼夢』，日中合作『春江遺恨』（全て44年）など，
大作と位岡付けられる作品に多数出演し，その人気を確たるものにする。
抗日戦争終結後は，『風と共に去りぬ』の翻案作『青青河辺草』 (47年）
などに主役として出演し， 48年には香港の映画会社に招聘される。 51年に
大陸に戻り上海電影制片廠の専属俳優となるが，映画出演の機会に恵まれ
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ず叫その間は話劇の演技学習に勤しむ。 56年に
なり，巴金原作『家』の映画化作品に鳴鳳役で出
演，翌57年には『海魂』で，不幸な女給役として
名優趙丹と共演する。
薄幸の麗人が似合うその容姿ゆえ，王丹鳳には
多く悲劇的な配役が施された。しかし『護士日記』
における王丹鳳は，観客に耳目一新の感を与えて
いる。当時文化部文芸局責任者，中国京劇団団長
を兼任していた馬少波は，『護士日記』を試写会で鑑賞した後，「彼女が演
じるこんなに奔放で活き活きとした役を，私は初めて観た」と記してい
る5)。また本作では，高昌平の一人娘に子守唄として歌う「小燕子」を，
王丹鳳自身が柔和な美声で披露する。作詞作曲 6)の妙と相まって，王丹鳳
が放つ魅力がこの「小燕子」を児童愛唱歌曲として定着させたとも言えよ
う。
4)知識青年の「成長」について
王丹鳳が演じる知識青年，簡素華の周囲にはコメディリリーフと言うべ
き登場人物が多く登場する。素華の親友唐小芳は丸顔に黒縁眼鏡を掛け，
いつも喋っている落ち着きのない娘であり，素華と同年齢の青年労働者陸
豪は，彼女を「天才ちゃん」と呼んで陽気な姿を見せる。また，素華と対
立する莫家彬も決して悪辣な形象ではなく，何事にも面倒がり，暇あれば
何かを食べているかトランプ遊びをしている道楽者であり，彼と恋仲の顧
恵英も莫家彬の浮気に苛立ち，周囲に当り散らす滑稽な人物である。彼ら
が脇を固めることにより，素華の形象が引き立ち，浮彫りにされる。現在
の目からすれば， これらの存在が本作に軽妙さやユニークさを加味し，本
作を鑑賞に堪えるものに仕上げているのだが，公開時の「反右派闘争」期
に本作を置き直せば， これらの人物像こそ問題視されていたことがわかる。
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例えば葵家彬と顧恵英については，主人公を歌頌するために，極度に庸俗
愚昧な形象化が施された 7)という意見があり，また素華の恋人沈浩如につ
いても，彼との相克により素華の思想や感情が何を克服したのか不明瞭と
の批判 8)が当時の評論文に見える。
善悪の二項対立，当時常用された術語では「正面人物」と「反面人物」
との「衝突」の位相に拘泥する批評家の姿勢が強く感じられるが，その当
時の空気に歩み寄ってみるとある重要な点に気付く。それは，主人公の対
立項に置かれた人物形象が全て，「簡素華を歌頌する」ための設定に他な
らないということである。素華は劇中，莫家彬の官僚主義的性格や沈浩如
の独善的利己主義と直接対峙することがな<, 思想や感情の葛藤や克服を
経ずとも，それらの問題を解決する成熟度をもとより有した形象として描
かれている。
これは，先述した「政治的要請」と大きく鮒話を来す。本作に託された
主題として，労働経験を持たぬ知識青年が労働者生活に飛び込み，様々な
問題の中で思想や精神を鍛え，自らを「成長」させる姿を提示する必要が
あったはずである。ところが，主人公が「成長」を果たすために克服する
対立的人物や事象は全て，主人公を「歌頌」する要素に変質し，その結果，
知識青年の「成長」の過程を描く主題面が非常に希薄になっているのであ
る。
5)不安定感の要因を探る
では，葛藤や克服という反発力ではなく，素華が労働者生活の意義を体
得し「成長」するための推進力となる労働者群像はいかに描かれているの
か。名称が与えられている労働者形象を挙げてみよう。怪我の悪化で高熱
に倒れる洪志寿は，素華に早期発見され助けられる役にあり，‘‘老天真”
と呼ばれる古参者の銭換章は，労働者の闊達な気風を素華に見せるが，両
者とも以降登場機会がな<'印象が薄い。本作中四箇所に登場する陸豪も，
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献身的に働く素華を浮彫りこそするが，彼女を「成長」させるほどの影響
力を示す存在ではない。概して彼らの存在は，簡素華という形象の背後に
追い遣られている感が強い。
ならば，本作の結末に簡素華が正しき恋愛対象として見出す建設現場主
任の高昌平は如何に描かれているのか。ここに，高昌平の形象を示す典型
的な二場面を例示しよう。
【1】宿舎。顧恵英の嫌がらせに悩む簡素華を見た唐小芳は，自分の
工区医務局に来いと言って引越準備を始める。隣にはいつの間にか荷
造りを手伝う高昌平が。驚く素華と小芳。上海から来た医療支援隊は
丁重な扱いを受けるとでも思っていたのかと昌平に皮肉を言われ，恥
じ入る素華。反論する小芳に，ならば何処にでも行けと彼女らを突き
放す昌平。素華が立ち上がる。
簡：「高同志，御忠告有難うございます。私，必ず困難を克服して
任務を果します。」
高昌平は表清を和らげて素華と小芳との間に立つ。
高：「その通り！ 君達は今後も多くの蝦難辛苦に直面するだろう，
生活とは順風満帆なものではない。大胆に立ち向かうものだ。そ
れに耐えられれば，革命に大きな前進をもたらすだろう。群衆は
君達を支持し，党もまた支持するさ！」 9)
簡素華らのやりとりの中に高昌平が横移動のパンで突如登場する箇所は，
本作の軽妙味に適応して彼をユニークに見せる。しかし，素華が過ちに気
付いた途端その形象は姿を消し，代わりに現れるのは紋切り型の台詞によ
る教条主義性である。素華は「克服」こそ口にするが，高昌平が彼女の
「成長」を促す人物として浮彫られているとは到底言えない，無味乾燥な
場面である。
【2】建設現場。高層ビルに無断で上り身動きが取れなくなった素華。
陸豪と共にゴンドラに乗って地上に下りた彼女を昌平は諌め，集まっ
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た作業員達を持ち場に戻す。素華は陸豪に注射を施すが，昌平はある
男に声を掛けられる。
男1: 「高主任，主任，この問題をどうしよう？」
高：「何の問題だ？」
男1: 「俺とコイツの問題だ。」二人の作業員が喧嘩をしている様子
である。
一旦，場面は注射を終えた陸豪と素華を映し出し，また昌平たちの場
面に戻る。
高：「……どうだ？ まだ何か問題があるか？」
男1: 「いや！ 俺が悪かったんだ， コイツを急かしすぎてさ。」
男2: 「僕も悪かったよ。苦手な作業だったから。」 昌平は二人
の作業員を和解させた叫
これは明らかに，作業員間の些細な揉め事にまで目を配り，円満な作業
環境を保つ現場主任の姿の「図解」である。平坦な固定ショットで構成さ
れたこの映像は「後付け」されたように精彩が無く，高昌平を形骸化した
姿に見せるばかりか，素華との交流が皆無であるため，彼女の「成長」を
促す力量になり得ない。
この場面に見える「後付け」感はある憶測を生む。本作に「後付け」さ
れたのは彼の言動のみならず，「高昌平」という形象自体が，元来設定さ
れていない原作脚本に映画化の過程で「後付け」されたのではないか。そ
の憶測のもとに劇中の彼に注目すると，初登場の契機や，素華の正しき恋
愛対象となる結末など唐突に感じる場面が見受けられる一方，彼に一人娘
がいる設定や，彼の恋愛感情をその一人娘との会話で素華に気付かせると
いう，映画化の際に急逮補われた形象としては詳細に過ぎる部分も目に留
まるのである。
映画『護士日記』がはらむ安定感の欠如は， この人物形象に起因するよ
うだ。
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6) フィルムが描かなかったもの 文明之の文学脚本から
文学脚本『護士日記』には，労働者階級代表としての高昌平が厳然とし
て設定され，かつそれは克明に描き込まれている。
この文学脚本を執筆した文明之は，新中国成立直後に上海第三鉄工廠で
経験した労働生活をもとに，労働者形象を専ら描き続けた劇作家である。
労働者の先進性を謳う映画『偉大的起点』の脚本で1954年文化部電影局電
影文学劇本奨を受賞してからは，上海電影制片廠の映画脚本を多く手掛け
ている。『護士日記』の前に執筆した話劇脚本『幸福』も，自ら映画脚本
に改編し映画化に提供した。映画版『幸福』は恋愛喜劇色彩の濃い作品に
改編された11)が，文明之自身は国家建設に積極的に参与する労働者達の生
活を描き込むことに専念している 12)。主要人物が全て労働者という，階級
面では単ーな『幸福』に対し，『護士日記』では知識青年が労働者生活に
関与するので，構築される世界観に厚みが付与される。
かくなる以上，映画『護士日記』において物語の基盤となる労働者生活，
それを具象化する労働者形象が堅固でなければならない。フィルムに形作
られた浅薄な高昌平たちの姿を，労働者の塑造に専心する文明之が積極的
に描こう筈はない。それを裏付けるように， 『護士日記』の文学脚本を脱
稿した時期に，彼は次のように述べている。
これから何を書いてゆこう？ これが，最近私を悩ませる問題であ
る。好意的な友人は私に薦める。今は「百花斉放」になったのだ，労
働者題材は書きづらい，先進•落伍は人気がなくなった，他のものを
書いたほうがいい， と。私は確かに悩み，動揺した。それに，適した
題材がありさえすれば，その方面にも挑んでみたいと思う。しかし，
労働者の生活を描く題材を，私はなお堅持し，試してゆきたいと思う
のだ。おそらく一生の力を尽くしても，読者の心に印象を留め続ける
労働者形象を描くことはできまい。しかし，私はなおも学び，書いて
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ゆきたいのだ13)0 
労働者生活から新しい想像力を得るべく，実地での経験学習を望む文明
之は， この文章に「再び工場へ戻ろう」という題を付している。この時期
に執筆した映画文学脚本『護士日記」には，前作『幸福』を超え，より活
き活きと人間性を湛える労働者，すなわち「読者の心に印象を留め続ける
労働者形象」を高昌平の中に，そして簡素華との関係の中に描き込もうと
努力する文明之の意志が，克明に記録されているのである。
では，文明之の文学脚本を具体的に検討しよう。以下に挙げる部分は，
建設現場に到着した後の簡素華と高昌平が再会する最初の場面であり，先
に映画版から例示した「紋切り型」のやりとりが行なわれる【1】の部分
に相当する。
工場内で開催されたダンスパーティ会場に簡素華と唐小芳が現
れる。現場に到着して以来彼女らの姿が見えず，配属先を探していた
高昌平は意外なところで再会できたことに喜び，素華も昌平が工区主
任であることを初めて知る。ダンスを申し込む昌平に，素華はにこや
かに応えた。ダンス経験の浅い昌平は一緒に来た陸豪にこっそりと曲
のテンポを尋ねる。クイックワルツと聞いて，
「参った，苦手なヤツじゃないかぁ！」と慌て，蹟き転びそうにな
る叫
この場面でややコミカルな性格に描かれる高昌平は，「群衆も党も君達
を支持する」と形式化した台詞を口にする映画版の彼とは対照的である。
また，昌平はこの後素華への秘めた内心を表出し始める。例えば，二人が
ベランダで涼む場面には次の会話がある。
高：「君のあの恋人は，まだ上海に居るのかい？」
簡：（俯いて）「ええ。」
高：「彼は君には相応しくないよ。」
簡：（顔を上げて）「高主任，そんなこと言わないで下さい。私，彼
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が分かってくれると信じているんです。私だってきっと，彼を分
からせてみせます。」
高：「……すまない，僕が言う事じゃなかったな。」15)
ベランダの場面が設定されながら，映画版には存在しないやりとりであ
る。映画版ではこれ以前に昌平が沈浩如と接触しないため， この会話は成
立しない。しかし文学脚本では，看護学校長室に看護人員の派遣要請に来
た昌平が，素華を僻地に派遣したら告訴すると怒鳴り込む高圧的な浩如を
目にし，その態度に反感を持つという設定が施されている。浩如が去った
後，何処へでも赴くと毅然とした態度の素華を見た昌平は，「彼は君には
相応しくない」という台詞で感清を表す。素華に対する彼の仄かな愛情は，
一人娘の小路が彼に帰宅をせかす際，莫局長と踊る素華を見て帰宅を躊躇
する素振りや，帰宅後，素華はお父さんが好きか， と小路に無邪気に尋ね
られ，戸惑いつつ「嫌いなんじゃないかな。お父さんは歳をとってるし，
格好も悪いし」と真剣に答える姿にも描き込まれる。映画版には，宿舎を
訪れた簡素華を見た小路が「この人がお父さんの好きな人だね」と喜ぶ場
面のみ再現されているために突然な展開に見えるのだが，文学脚本におい
ては昌平の内的感情の推移が細かく描き込まれ，彼の形象に肉付けされて
いる。
細かな描き込みはそれだけではない。簡素華に労働者生活の実際を体得
させる契機を，高昌平は担っている。
莫局長から現場出張医療の仮許可を貰った素華は昌平の宿舎に
報告に行く。そこで彼女は，昌平が国共内戦中に妻を亡くした経歴を
聞いた。翌日，出張医療に来た素華は昌平に挨拶に出向くが，会議中
の彼は建設地の暴風雪対策について大勢の労働者を取り仕切っている。
そこに総責任者が建設日程に無理があるのでは，と電話を寄こしてく
る。昌平ば快活に笑い，言ってやれ， と労働者達に受話器を向ける。
皆は大声で「大丈夫だ！ 保証するぞ！」。昌平は「僕が言うことは
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何もなさそうだ！」と豪快に笑う。簡素華はその様子に気圧され，昌
平に声を掛けず建設現場へと赴く 16)。
妻を亡くしたという彼の過去を知る素華は，その傷心の印象とは正反対
の雄々しい彼を通して，労働者生活のありようを思い知る。そしてその世
界に接近するように，或いは力強い昌平に対抗すべく，素華は恐怖心を振
り払い建設中の高層ビルに上る。映画版では素華の「ビルに上る」行動の
みが描かれ，昌平についてはこの「電話会議」の代わりに前掲【2】とい
う杜撰な場面が挿入されたため，素華の積極性ばかりが際立っているが，
文学脚本では，昌平が素華の心理に与えた影響関係が，巧みに構築されて
いることが判る。
労働任務に忠実であることと同時に，登場人物には各々が持つ心理，感
情があることを最も鮮明に示すのが，文学脚本の佳境の部分である。
-―沈浩如との決別の後，簡素華は哀しみを振り払い暴風に晒され
る建設現場へと赴く。労働者達は建造物に倒壊防止ワイヤーを掛ける
作業に懸命である。指揮をとる高昌平が素華を見つけて現場を離れる
ように言う。自分にも救護任務があると意固地になる素華に，工区主
任の命令だと険しい表情で叫んで突き返す昌平。彼の形相にたじろぐ
素華はしかし現場に踏みとどまり，再び怪我をした洪志寿を発見，応
急処置を施す背後で，ワイヤーが強風に弾けとび足場が二人に倒れ掛
かる。倒壊に気付いた昌平が叫ぶが間に合わない。咄嵯に志寿を庇う
素華に大きな柱が倒れ込む。
中央病院。昌平らが手術室に運ばれる素華を見送る。看護婦は指導
部から派遣された唐小芳であった。重傷の大腿骨骨折と聞いた昌平は
椅子に座り込む。洪志寿が呟く。
洪：「あの娘はわしを二度も救ってくれたんだ，なのにあの娘自身
が・・・・・・ ！ 」
昌平は素華の救護バッグを手に取ると，突然顔を埋めて嗚咽しはじめ
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る。その姿に志寿は驚くが，すぐに彼の気持を察してやる17¥
暴風のなか奮闘する高昌平と簡素華が充分に描かれながら，素華を危険
に晒したくないという昌平の思いと，大怪我をさせた事への彼の悔恨がこ
の場面に集約されている。この後，昌平は素華に果物や花を見舞いに贈り，
上海に住む素華の母親と連絡を取って東北に見舞いに来させる。素華は昌
平の想いに触れ，次第に感情を寄せてゆく。昌平と素華との間にはこのよ
うに，フィルムでは一切見られない感清交流が構築されている。それが，
上掲のように労働実践と連繋した形で語られるので，素華が労働者生活を
経験し徐々に「成長」するさまを読者は登場人物の感情推移と共に読み
取ることになる。文学脚本『護士日記』において，文明之が目指したのは
まさに，感受性を備え，素華に労働者階級化という「成長」を促してゆく，
躍動感に溢れる労働者形象，高昌平の塑造であった。
映画版に描かれなかった高昌平の人物像を文学脚本に求めれば，実に14
箇所の場面18)をも摘出できる。と同時に，映画版では表面的な「悪者」で
あった沈浩如に対する描き込みにも気付く。素華の派遣の件で看護学校長
を脅迫し，功を奏さねば素華の母親に列車の切符を隠させ，素華が東北で
違う男性に恋心を抱いたと疑心暗鬼になり，仕返しに看護婦の馬非霞と交
際を始めるが，妻にはやはり素華が良い，と両天秤に掛けるなど，映画版
にはない彼の心理描写も克明に施されている。彼の悪辣振りはおのず素華
と昌平を浮彫りにし，二人の感情の行方を読者に期待させる。
映画化された『護士日記』は，高昌平の人物朔造がほぼ全面的に抹消さ
れた形で完成を見ている。本作の物語を根幹から支える筈のこの柱を失い，
もう一つの支柱である簡素華の人物像ばかりが極端に誇張された結果，作
品全体が大きく傾いだのである。
7)監督陶金が置かれた状況
では，文学脚本『護士日記』が映画化された際，なぜ高昌平の人物像が
82-
無味，形骸化するに至ったのか。文明之が文学脚本後記に述べている創作
経緯によれば，本作の原作である長編小説『浮沈』は56年の春に執筆が始
まり，同人の勧めにより映画脚本へ改編， 56年内に映画文学脚本が完成し
ている。政治状況に照らせば， 56年5月に提起された「双百」方針による
開放的な雰囲気が漸く文芸界に浸透した時期にあたる。
文芸全般に対する党指導部の過度な干渉により，文芸作品に蔓延した
「公式化，概念化」を脱却するため，上海の映画界においても創作者を中
心に映画討論19)が展開されている。この討論の初期より，国産映画の欠点
として登場人物に存在感や個性，生活感が感じられないことが指摘されて
おり 2oi, その原因の一つに，指導部が短絡的な階級論を基準に脚本やフィ
ルムを審査するため，登場人物の性格を描き込む細部描写が一切削除され
るからとしている叫映画の芸術性を取り戻すために，政治任務に迎合さ
せる方法ではなく，人物の姿を通じて新社会を描く必要がある， との意
見22)が創作者側から挙げられるようになっていた。文芸作品に機械的な階
級論をあてがうことに異論を唱え，あらゆる階級の人間が共通に有する
「人情」，即ち人間性を重視してこそ脱公式化，脱概念化の文芸作品が生ま
れうると訴えた巴人の「論人情」が57年 1月に発表された23)ことも，文芸
作品における登場人物に個性や人間性を求める思潮が大勢を占めていた状
況を窺わせる。膠着化した階級概念を払拭すべく，普く人々を惹き付ける
要素である人間性への重視が訴えられる中で，文明之は労働者形象に豊か
な人間性を盛り込む創作を試みていた。それは，文芸界全体がその試みを
許される潮流にあったからこそ可能であった。
文明之のその意志を反映する文学脚本をもとに，映画『護士日記』の制
作が開始されるのは57年4月初旬である 24)。そして本作の内部試写会が翌
58年 1月1日に行なわれたこと25)から，完成はおよそ57年末と推測される。
映画版はやはり，「双百」期から「反右派闘争」期に跨る形で制作された
ことになる。
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ここで，本作の監督を担当した陶金が置かれていた外在・内在的状況を
把握することにより，本作品が平衡を失った理由を具体的に検討しよう。
陶金は30年代より演劇を志し， 36年から映画に出演する一方，上海業余
劇人実験劇団に参加する。抗日戦争勃発後は上海抗日救亡演劇四隊に参加
して武漢，重慶を巡り，抗日戦争終結後に上海に戻り毘裔影業公司に所属，
『八千里路雲和月』 (47年）『一江春水向東流』 (49年）で主役を演じる。と
りわけ，抗日精神旺盛であったが戦中に挫折し，ブルジョア享楽主義者へ
と堕落する『一江春水向東流』の主人公，張忠良に扮した彼の演技は，妻
役の白楊と共に，そのメロドラマ性を大いに増幅させた。 48年以降は香港
に赴き映画に携わるが， 51年2月に上海に戻る。「武訓伝批判」をはじめ
とする文芸整風運動の中で，陶金は『一江春水向東流』に対する負の評価
と共に批判を受け，『斬断魔爪』 (54年），『宋景詩』 (55年）に出演こそす
るが，全て端役に甘んじることとなる。
陶金はこの頃から，正当評価の証しとなる共産党入党を果たすべ<, 映
画・演劇事業で実績をあげることに躍起になる。 55年，上海電影制片廠の
委託により文明之の話劇『幸福』の舞台演出を担当し，その好評を受けて
映画化が検討されている事を知った陶金は，匝ちに映画版監督に名乗りを
上げるが，彼の評価が影響してその任から外される。このように，彼が過
去の悪評を払拭しようと足掻いている頃，彼の許に映画『護士日記』監督
の話が廻ってきたのである。
本作を，モスクワで開かれる第六回「世界青年聯歓節」中の国際映画祭
参加作品とする指示を上海電影局から受けた陶金は，直ちに撮影に入る。
だが撮影開始の約ニヶ月後に「反右派闘争」が始まり，撮影の合間を縫っ
て三十数回にのぼる批判闘争大会に全て参加する。ところが，妻である話
劇女優の章曼芋に右派のレッテルが貼られたため，『護士日記』の制作に
追われながら，家に戻れば妻の自己批判書を代筆するという生活を続けて
いた26)。
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「双百」方針期に「公式化，概念化」を払拭するために提言された人間
性重視の思潮が，「反右派闘争」期に人った途端，ブルジョア，プチブル
知識分子的な観念と批判，排斥されてゆく史的状況の中で， この苦境にあ
った陶金は，文学脚本『護士日記』に施された人間性添加の試みに加担す
るわけにゆかない。彼の立場からいえば，上層部が要求する創作方針に従
順に応じ，その任務を遂行して入党を果し，自らの潔白を証明することに
全精力を注がざるをえなかった。知識青年女性に恋媒し，同僚が瀕死の時
に彼女の手を握り，彼女の救護バッグを抱いて咽び泣く高昌平の姿を，労
働者階級代表としてフィルムに再現するなど，彼には万が一にも許されな
かったであろう。しかし，代替する人物像を再創作する時間は，陶金ら創
作者に猶予されなかった。その結果，高昌平の人間性を塑造する部分が引
き剥がされ，「世界青年聯歓節」のテーマに摺り合わせるように知識青年
像を強調するかたちで，『護士日記」は完成したと考えられる。しかし国
際映画祭には間に合わず，閉幕式では謝晋監督の単独デビュー作『女藍五
号』の入賞が告げられている 27)0 
「双百」から「反右派闘争」へと急転換する政治状況の歪みが，映画
『護士日記』の不安定感を生んだと述べるのは容易である。重要なのは，
歪む政局の中で，それが積極的であれ消極的であれ，創作者達が自らの意
志，意図のもとに創作に臨んでいたという事実である。脚本家文明之が自
らの意志に従って描いたのは，ひとときの文芸自由化の中で許された労働
者像の人間性回帰と，その姿に影響され魅かれゆく知識青年という，開か
れた人物像であり，監督陶金が映画化に際して重きを置いたのは，急速に
閉塞しゅ＜情勢の中で自らの政治的立場を正当化しようとする意図であっ
た。政局の変化によって，開こうとする意志と閉じようとする意図を有し
た二つの創作営為が交叉した地点に，映画作品『護士日記』は産み落とさ
れたのである。本作がはらむ不安定感とはつまり，時代，政局の歪みの反
映であると同時に，より強く創作者達の精神の反映でもある。
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8)おわりにかえて
文明之の手による文学脚本には，映像化に至らなかったプロローグとエ
ピローグが存在する。
—工場の門からバスが出発する。作業服姿の男性が駆けつけたが，
バスには間に合わなかった。後から救護バッグを背負った若い女性が
やってくる。ベンチに座り次の便を待っ男性の前を，その女性は颯爽
と歩いてゆく。バッグから一冊のノートが落ちた。男性はそれを手に
とる。「私の日記，簡素華。 1953年9月12日，快晴。」28)
文学脚本『護士日記』には本来，簡素華の「日記」が物語を開示する枠
組が用意されていた。そしてその「日記」が閉じられるエピローグは以下
の場面を描出する。
高昌平との別れの場面を綴った頁に，花びらが舞い落ちる。深
い感銘を表清に浮かべた男性が日記を閉じた。駆け戻ってきた簡素華
が，日記帳を知らないかと尋ねる。日記を手渡した彼に，素華はから
かい口調で「盗み読みしたでしょ？」。慌てる男性。
簡：「構いませんよ，ただの日記ですから。……まだここで待って
るつもりですか？」
男：「あ，いや，僕も待ちたくなくなったな。」
簡：（駆け出しながら）「じゃ行きましょ！ さぁ！」
素華の声が力強く響き渡る。春の風が，駆け出す彼女の髪を吹き広げ
る29)0_
このプロローグとエピローグの後方には， 56年に竣工した「中国第一汽
車工廠」が登え立っている。中国初の国産トラック「解放」の生産に成功
し，新中国重工業化の象徴となったこの国家級の重点工程が昌平や素華た
ちの奮闘の舞台であったことがはじめて明かされる。素華が駆けゆく先は，
昌平との再会を果たすであろう新建設現場である。このように，彼ら二人
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の愛情の成就と労働への溢れる気概という二つの主題が強く結び合った清
爽な場面が，文学脚本には用意されていた。人間性豊かな高昌平と，彼か
らの影響と彼への恋慕により「成長」を遂げた簡素華の姿が， もしもフィ
ルムに焼き付けられたならば， この場面は重要な意義をもって観る者を深
い感銘に誘っていただろう。映画『護士日記』は，高昌平という不可欠な
支柱を欠き，プロローグとエピローグをも失い，つまりタイトルが示す
「日記」の物語さえも語り切れぬまま，その大きく歪んだ姿をいまに遺し
ている。
だが，再度確認せねばなるまい。『護士日記』という映画作品は，裏を
返せば，その歪みをフィルムに結像させているからこそ， 1957年という政
局大転換の時代を感じ取り，そしてその時代を生きた映画人達の精神状況
を読み解くための，貴重な「文献」たり得ているのである。
注
1)好並「VCDによる中国映画分析の新たな可能性」，『中国二0世紀文学を
学ぶ人のために』（宇野木洋• 松浦恒雄編， 2003年 6月20日，世界思想社）
p. 262,..,263。
2) この梗概は， VCD映画ソフト『護士日記』（｛肖佳人電影宝庫系列）及び
『護士日記』制作当時に使用されたショット脚本を基にまとめたものである。
3)例えば，当時の上海電影制片廠廠長哀文殊は「廃除電影制作中的清規戒律」
において，文芸が「エ農兵」に奉仕するという規律を，労働者・農民・部隊
以外は書いてはならないと曲解して広汎な題材を放棄した事実を批判，知識
分子の改造，小市民の描写，資本家や地主，富農の生活の変化などを描き人
民隊伍に参与させるよう奨励している。『中国電影』 1956年創刊号， p.15,_, 
17。
4)映画出演機会が得られなかいのは王丹鳳に限らず，当時の映画俳優達にと
り恒常的な現象であった。解放前に国民党系の映画会社に所属し，香港映画
界にも接触した俳優は資本主義思想に汚染された者として，解放後国産映画
への起用が敬遠された。『文雁報』紙上討論（注19参照）においても，孫景
蹄上官雲珠ら名女優が，上海の俳優が男女問わず死蔵されている状況を訴
えている。
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5)馬少波「我也写一頁日記 看了『護士日記』之後」（『大衆電影J1958年
第 2期， P-7,..,3)より。
6)作詞は本作監督の陶金，作曲は王雲階による。孟幣野『新中国電影芸術史
稿 (1949-1959)』(2002年 9月，中国電影出版社） p. 204参照。
7)玩潜「談“護士日記”」, 『中国電影』 1958年 3月号， p.16,..,18参照。
8)石榛「従影片《護士日記》的人物談起」，『人民日報』 1958年2月22日。
9) この場面解説は， VCD映画ソフト『護士日記』及びショット脚本 p.
24,..,26を参考にまとめたものである。
10) この場面解説は， VCD映画ソフト『護士日記』及びショット脚本 p.
32,..,3を参考にまとめたものである。
11)映画『幸福』の改編については，好並「“娯楽”映画への指向 1957年
作品『幸福』の場合ー一」（『野草』 69号， 2002年 2月1日，中国文芸研究会）
に詳論した。
12)話劇脚本『幸福』 (1956年 1月，作家出版社）と『電影文学劇本幸福』
(1957年4月，新文芸出版社）とを比較すれば，好並2002に指摘した恋愛喜
劇傾向への改編が文明之の意図になく，彼自身は労働者生活の描写に専念し
ていたことが分かる。
13)文明之「重回工廠」より。『中国電影』 1957年 1月号「新年展望」欄， p.
5。
14)文明之『電影文学劇本 護士日記』 (1957年12月，中国電影出版社） p. 
37,..,3参照。
15)同上p.39参照。
16)同上p.4,..,45参照。
17)同上 p.67,..,69参照。
18)文中に例示した三場面のほか，高昌平が一人娘の小路を抱いて素華らを訪
ねる／小路が素華に「なぜお父さんのことが嫌いなの？」と問いかけ，昌平
が慌てる／昌平の妻の戦死が回想場面で再現される／昌平が素華を風雪の中
宿舎まで送ってゆく／高層ビルに上った素華を心配し，昌平が下で受け止め
ようとする／洪志寿を救護車で運ぶ際，素華と昌平が手を握り合う／昌平が
全廠会議上で莫局長を批判する／沈浩如との別離に悲痛の素華を昌平が気遣
う／退院間近の素華が歩行訓練をする間，昌平と陸豪が見守る／唐小芳らの
結婚式場で，昌平が素華に対する愛情を口にしようとする／船に乗り込む昌
平を素華が見送る際，船が揺れた拍子に接吻する形になる，という場面が文
学脚本には存在する。
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19) 1956年11月14日から上海『文踵報』文芸欄において「為甚度好的国産片這
様少？」と題して展開された紙上討論が代表的である。本討論は同年12月25
日以降「電影問題討論」と改題，翌57年5月19日まで継続されている。
20)丁ー海「国産影片的鋏点」，『文雁報』 1956年11月14日参照。
21)唐振常「電影編劇者的話 改進審稿制度」，『文雁報』 1956年1月17日参
照。
22)徐蘇霊「電影導演的話 導演応該有創作的主動」，『文雁報』 1956年11月
19日参照。
23)人民文学出版社社長，党委員会書記，『文芸報』編集委員などを歴任する
巴人（本名王任叔）が『新港』 1957年第 1期に発表。階級を超えた人間性を
重視する巴人の意見に対し，政局反転後直ちに批判を向けたのが，後の“四
人翔"の一人，眺文元である。
24)林乗生「包頭雪景」（『大衆電影』 1957年第10期）に，『護士日記」の撮影
開始時期と様子について記されている。
25)「我也写一頁日記 看了『護士日記』之後」（注6参照）において，本作
映画試写会がこの日に行なわれたことが記されている。
26)『護士日記』制作期の陶金の経歴については，劉謝著『往事述説 銀幕
内外的電影芸術家』 (2003年 1月，中国友誼出版公司）に収められている
「吹尽狂始到金 陶金生命最後的36年」を参照した。
27)映画祭授賞式・閉幕式は57年8月10日に行なわれた。謝晋はこの受賞によ
り新中国映画の旗手として活躍する機会を得る。『大衆電影』 1957年第17期
「国際電影新聞」より， p.36。
28)文明之『電影文学劇本護士日記』 p.1参照。
29)同上p.76参照。
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